
人文学　16名 平成24年3月1日現在

通番
採用
年度

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 申請時所属機関 部局 職名等 分科 細目 研究課題名 派遣国名 受入研究機関名

1 22 上野　雅由樹 ｳｴﾉ ﾏｻﾕｷ 東京大学 東洋文化研究所 特別研究員 PD 地域研究 地域研究
１９世紀オスマン帝国におけるイスタン
ブルのアルメニア総主教座と地方社会

米国 ハーヴァード大学

2 22 川瀬　慈 ｶﾜｾ ｲﾂｼ 京都大学
アジア･アフリカ
地域研究

特別研究員 PD 文化人類学
文化人類学・民
俗学

無形文化遺産と映画制作：アフリカを
事例にした認識論、方法論、ポリティク
スの研究

英国 マンチェスター大学

3 22 小竹　直 ｺﾀｹ ﾀﾀﾞｼ 慶應義塾大学 文学研究科 大学院生 言語学 英語学
『ラシュワース福音書』写本の言語・歴
史的研究に基づく校定本作成

英国 ロンドン大学

4 22 鈴木　博之 ｽｽﾞｷ ﾋﾛﾕｷ 人間文化研究機構
国立民族学博物
館

特別研究員 PD 言語学 言語学
チベット文化圏東部で話されるチベッ
ト語諸方言の比較方言学的研究

フランス エクス・マルセイユ大学

5 22 髙橋　亮介 ﾀｶﾊｼ ﾘｮｳｽｹ 名古屋大学 文学研究科 特別研究員 PD 史学 西洋史
古代末期エジプトの農村社会の研究：
４世紀ファイユームの家族文書群を中
心に

英国 ロンドン大学キングス･カレッジ

6 22 藤井　崇 ﾌｼﾞｲ ﾀｶｼ
ハイデルベルク大
学

哲学部　古代史･
碑文学ゼミナー
ル

大学院生 史学 西洋史
古代キプロス島における支配者崇拝と
その社会的ダイナミズムに関する碑文
学的研究

英国 オックスフォード大学

7 22 本間　淳 ﾎﾝﾏ ｱﾂｼ 京都大学 理学研究科 教務補佐員 情報学 認知科学
標識擬態者に対する鳥の認知特性の
実験的検証

フィンラン
ド

ユヴァスキュラ大学

8 22 安岡　宏和 ﾔｽｵｶ ﾋﾛｶｽﾞ 法政大学 人間環境学部 講師 地域研究 地域研究
「里山」としての熱帯雨林：アフリカ森
林地域の生態景観と人びとの資源利
用の相互作用

フランス
フランス国立科学研究セン
ター

9 23 石橋　悠人 ｲｼﾊﾞｼ ﾕｳﾄ 一橋大学 社会学 大学院生 史学 西洋史 グリニッジ標準時の発信と英国社会 英国 インペリアル・コレッジ・ロンドン

10 23 江崎　公児 ｴｻﾞｷ ｺｳｼﾞ 京都大学 文学 特別研究員 哲学
印度哲学・仏教
学

仏教における刹那滅論の意義の解明
オーストリ
ア

オーストリア科学アカデミー

11 23 大野　裕司 ｵｵﾉ ﾕｳｼﾞ 北海道大学 文学研究科 専門研究員 哲学 宗教学
東アジアにおける術数学の歴史的研
究

台湾 国立台湾大学

12 23 鈴木　英明 ｽｽﾞｷ ﾋﾃﾞｱｷ （財）東洋文庫 研究部 特別研究員 史学 史学一般
新しい世界史像のためのインド洋西海
域世界研究―生活のリズムと物質文
化の共有―

カナダ マギル大学

13 23 武田　和久 ﾀｹﾀﾞ ｶｽﾞﾋｻ
大学共同利用機関
法人人間文化研究
機構

国立民族学博物
館

特別研究員 史学 西洋史
南米ラプラタ地域イエズス会布教区の
先住民社会組織に関する歴史学的研
究

スペイン スペイン高等科学研究院

14 23 春木　奈美子 ﾊﾙｷ ﾅﾐｺ 京都大学 教育学研究科 大学院生 哲学 思想史
名指しと症状の概念史へのフランス精
神分析的寄与－－新たな臨床実践構
築のために

フランス パリ第7大学

15 23 三津間　康幸 ﾐﾂﾏ ﾔｽﾕｷ 東京大学
大学院総合文化
研究科

研究員 情報学
図書館情報学・
人文社会情報学

『バビロン（天文）日誌』編集過程の解
明

英国 ロンドン大学

16 23 森田　健嗣 ﾓﾘﾀ ｹﾝｼﾞ 東京大学
大学院総合文化
研究科

大学院生 地域研究 地域研究
戦後台湾における台湾先住民「国語」
教育史研究：近代日本の排除と近代
中国への転換

台湾 中央研究院
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